
体育科学習指導案 

１．指導と評価の計画 

 

小学校 第３学年 ゲーム ネット型ゲーム 単元名「ZONE4～天大中小を基にしたゲーム～」       学級：札幌市立幌南小学校 ３年２組 32名 指導者：秋元 来舞 
単 
元 
の 
目 
標 

知識及び技能 ネット型ゲームの行い方を知るとともに、基本的なボール操作とボールを操作できる位置に体を移動する動きによって、易しいゲームをすることができるようにする。 

思考力、判断力、表現力等 ネット型ゲームの規則を工夫したり、ゲームの方に応じた簡単な作戦を選んだりするとともに、考えたことを友達に伝えている。 

学びに向かう力、人間性等 ネット型ゲームに進んで取り組み、規則を守り誰とでも仲よく運動したり、勝敗を受け入れたり、友達の考えを認めたり、場や用具の安全に気を付けたりすることができるようにする。 

単 
元 
の 
評 
価 
規 
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 天大中小の行い方について言ったり、書いたりしている。 
② 相手の攻撃に備え、ボールを操作する際に位置を移動したりすることがで

きる。 
③ ボールを手で床に打ちつけて返球し、ラリーを続けることができる。 

① ゲームの行い方やラリーを続けるための工夫について、考えたことを友達
に伝えている。 

② 天大中小の作戦を選んでいる。 

① 天大中小に進んで取り組もうとしている。 
② ゲームの規則を守り、誰とでも仲良くしようとしている。 
③ ゲームで使用する用具などの準備や片付けを、友達と一緒にしようとして

いる。 
④ ゲームの勝敗を受け入れようとしている。 
⑤ ゲームや練習の際に、友達の考えを認めようとしている。 
⑥ ゲームや練習の際に、周囲を見て場や用具の安全を確かめている。 

時 
間 １ ２・３ ４ ５（本時） ６ 

目 
標 

○天大中小の行い方について言ったり、書いた

りすることができるようにする。 

○運動をする際に周囲を見て、相手との距離や

場の安全を確かめている。 

○ボールを操作する際に移動したり、敵から来
るボールに備えたりすることができるよう
にする。 

○ゲームの規則を守り、誰とでも仲良く活動す
ることができるようにする。 

○用具の片付けや準備を友達と一緒に行うこ
とができるようにする。 

○ゲームの行い方やラリーを続けるための工
夫について、考えたことを友達に伝えること
ができるようにする。 

○友達の考えを認めることができるようにす
る。 

○チームや自己の特徴に応じて作戦を選んで

いる。 

○ゲームの勝敗を受け入れることができるよ

うにする。 

○ボールを手で打ち返し、ラリーを続けること

ができるようにする。 

○天大中小に進んで取り組もうとしている。 

 

 
学 
習 
の 
流 
れ 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評 価 の
重点 

○場の設定、安全確認 
☆体育帽子の被り方や靴の履き方、ポシェットなど
の携行品の管理など、服装の安全確認を行う。 

☆怪我を防ぐ大切さを伝えるとともに、場の準備、
片付けの大切さについて確認する。 

 
○オリエンテーション 
☆ラリーを繋ぐことの楽しさを知ることができる
ように、ペアでボールを打ち合う時間を設ける。 

☆天大中小のルールを理解することができるよう
に、学級全員で一つのチームの動きを見る時間を
設ける。 

 
○つなげる天大中小 
・チームで田の字型のコートに入り、ラリーをつな
ぐゲームを行う。３分間のうち、連続で何回ラリ
ーをつなぐことができたかを数える。その数を他
のチームと競う。 

☆ラリーを繋いでいる際に見付けた打ち方や動き
方のポイントを友達に伝える時間を設定する。 

→両手で打つと簡単 
相手をめがけて打つ 
ボール高優しく打つ 
ボールの方に動く 
打ったら真ん中に戻る など 

 
○断ち切る天大中小 
☆はしごドッジボール形式で行う。試合表を基に、
だれがどのコートに入るのかをチームで話し合
う時間を設定する。 

☆一人２回ゲームを行い、２回のゲームで得た点数
を合計していくことを伝える。その点数を毎時間
集計していく。 

 
○ゲーム後、ラリーをつなげるためには、どんなこ
とが大切そうかを問い、振り返りに記入する。 

☆単元の見通しを共有する。 
・技能を高めて作戦を成功させたい 
・ゲームの中で作戦を成功させたい 
・最後に大会をしたい 

など 

○準備活動 
・安全確認 
・準備運動 
・場の設定 
・つなげる天大中小【記録に挑戦】 
・３分間の中で、何回チームでラリーを繋ぐことが
できるか、記録に挑戦する。 

 
○課題の確認 
☆ボールを打つために必要な動きを共有する。 
 ボールを打つとき 
手のひらでボールの中心を打ち、隙間を狙うため
に、前後左右に打ち分ける 
ボールを待つとき 
コートの中心、後ろ側など、どの場所で待つとボ
ールを打ちやすいかを考え、移動する。 

 
○練習タイム 
・自己の課題解決のために必要な練習をチームで行  
 い、技能の向上を高める。 
☆すきまを狙って、前後左右に打ち分けたり、相手
の動きを見ながら打ったりしている子を価値付
けし、学級全体で共有する。 

 
○課題確認、ゲーム確認、場の設定 
☆練習タイムで何を意識したのかを改めて確認す
ることで、ゲームでも意識できるようにする。 

・試合表を見ながら、どのコートに行くのかを確認
する。 

○断ち切る天大中小 ゲーム→作戦→ゲーム 
・本時の課題を通して身に付けた技能を生かしなが
ら、ゲームに取り組む。 

・チームの合計点を集計し、記録していく。 
☆練習タイムで意識していたことを視覚化し、子ど
もが意識できているかを見取れるようにする。 

 
○振り返り、次時への見通し、片付け、整理運動 
☆ボールを打つときの動きとボールが来る前の動
きで大切なことを共有する。 

・隙間を狙う 
・打った後に真ん中に戻る など 
☆どの場所に打たれると打ち返しにくいか振り返
るよう声掛けする。 

○準備活動 
・安全確認 
・準備運動 
・場の設定 
・つなげる天大中小【記録に挑戦】 
・３分間の中で、何回チームでラリーを繋ぐことが
できるか、記録に挑戦する。 

 
○課題を見付ける活動 
☆前時末までに抱いた「作戦を成功させられるよう
になりたい。」という思いを基に、この時間での
ボールの打ち方やボールの待ち方をイメージし、
チームで共有する。 

 
チームのみんなが作戦を成功させるためには、 

どう動くといいのかな 
 
○練習タイム 
・チームの友達が課題だと思っていることに対し
て、どのように打っているのか、どこで待ってい
るのかを見て、お互いに考えたことを伝え合う。 

☆友達の動きに目を向け、考えを伝えている子を価
値付ける。 

 
○課題確認、ゲーム確認、場の設定 
・作戦での動き方をチーム内で共有する時間を設定
する。 

 
○断ち切る天大中小 ゲーム→作戦→ゲーム 
・ゲームに参加している友達に声を掛けながら、ゲ
ームに取り組む。 

・チームの合計点を集計し、記録していく。 
☆ゲーム中に、友達に声を掛けている子を価値付け
しいていく。 

 
○振り返り、次時への見通し、片付け、整理運動 
☆４時間目までに全ての作戦を経験できるように
する。そうすることで、子供は全ての作戦に対し
て、自分に合っているのかどうかを考えることが
できるようになる。 

☆どの場所に打たれると打ち返しにくいか振り返
るように声掛けする。 

・友達のよい動きを振り返る。 

○準備活動 
・安全確認 
・準備運動 
・場の設定 
・つなげる天大中小【記録に挑戦】 
・３分間の中で、何回チームでラリーを繋ぐことが
できるか、記録に挑戦する。 

 
○課題を見付ける活動 
・前時の学習を振り返り、どの作戦だと上手くラリ
ーを繋いだり、断ち切ったりすることができた
か、またどこに打たれると返しにくいのかなどを
共有する。 

 

ゲームで勝つために、どの作戦を使おうかな？ 
 
 
○練習タイム 
・チームで互いの作戦を共有し、その作戦が上手く
いくような練習をする。 

☆自己の特徴や相手の特徴・作戦に目を向け、考え
を伝えている子を価値付ける。 

☆相手の動きを見ながら作戦を変えようとしてい
る子をピックアップする。 

 
○課題確認、ゲーム確認、場の設定 
・どの作戦を選択したのか改めて確認し、ゲームで
意識できるようにする。 

 
○断ち切る天大中小 ゲーム→作戦→ゲーム 
・自分に合った作戦を生かしながら、ゲームに取り
組む。 

・チームの合計点を集計し、記録していく。 
☆自己の特徴や相手の動きを意識しながら、作戦を
選び直している姿を価値付ける。 

 
○振り返り、次時への見通し、片付け、整理運動 
・自分がどの作戦を選んだのか、またなぜその作戦
を選んだのかを理由を添えて振り返る。 

☆選んだ理由を書けない子供に対しては、前時まで
の学習カードを見返すように声掛けする。 

○準備活動 
・安全確認 
・場の設定 
・場の設定 
・つなげる天大中小【記録に挑戦】 
・３分間の中で、何回チームでラリーを繋ぐことが
できるか、記録に挑戦する。 

 
○前時までの試合の結果を基に作成したトーナメ
ント表に沿って試合を行う。 

 
○断ち切る天大中小 
・単元を通して身に付けた技能や考えた作戦を生か
しながらゲームに取り組む。 

☆単元を通して子供が意識してきたことを基に、ボ
ールを打つとき、ボールを持っていない時にどの
ように動いているのかを見取る。 

☆自己の特徴や相手の動きを意識しながら、作戦を
選び直したり、声掛けしたりしている姿を価値付
けする。 

 
○振り返り、次の単元への見通し 
☆自己の成長を実感することができるように、単元
を通して身に付いたことを振り返るように声掛
けする。その際、技能面のみに目が向かないよう
に、作戦を選んだ場面や友達と声を掛け合った場
面を写真で提示する。 

・この学習でどのような力が身に付いたのかを振り
返る 

☆今までのゲーム領域の活動を写真で振り返り、次
の単元でどのようなことができるようになりた
いかを考えられるようにする。 

 
○片付け、整理運動 
 
 

知 ➀観察（ゲーム）、学習カード ➁観察（練習タイム、ゲーム）   ➂観察（ゲーム） 
思   ➀観察（練習タイム、ゲーム）学習カード ➁観察（練習タイム、ゲーム）学習カード  
態 ➅観察 ➁、➂観察 ➄観察 ➃観察 ➀観察 



全国大会授業構想 ３年「ゲーム ネット型 ZONE４～天大中小を基にしたゲーム」 

３年２組 秋元 来舞 児童数 32名 

 
○子どもの姿 
【体育】 
・運動に意欲的に取り組む子が多い。 
・準備や片付けなど、自分達でやりたいと考える子が多い 
・負けることが分かってくると、やる気をなくしてしまう子もチラホラ。 
・体育の授業でボール操作を見ていないので、ボール操作の技能差があるかは分からない。 
 中休みの様子だけだと、苦手な子も結構いそうです… 
・自分達でルールを考えてみたい！と考えている子が多い。 
・チームで作戦を考えたいという思いを持っている子が多い。 
 
【学校生活】 

・ストーリーに入り込むことが好き。 
・みんなでやろう！という子が多いが、なかには集団活動が苦手な子もいる。 
→みんなでやることのよさを子ども達に伝えたいと思って指導しているのですが、なかなか伝わ
らずです。 

・しっかり「聞く」ことを大切にしながら、指導している。まだ聞けない子もいますが… 

 

○単元で目指す子どもの姿 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度 

Ａ 

・天大中小の攻め方や守り方など
の特徴を詳しく言ったり書いた
りしている。 

・色々な高さのボールを手で正確
に、はじくことができる。 

・相手コートから飛んできたボー
ルを手で相手コートに正確に返
球することができる。 

・ボールの方向に素早く体を向け
たり、ボールを操作しやすい位
置に素早く移動したりすること
ができる。 

・自分とチームの友達との連携
と、相手チームの特徴を踏まえ
た作戦やペアを選んでいる。 

・天大中小のゲームで、攻めや守
りの際の工夫や声を掛け合う連
携などの色々な良いプレイを、
動作や言葉、絵図などを使って、
友達に伝えている。 

・天大中小に進んで取り組もうと
ともに、何度もゲームをしよう
としている。 

・ゲームの規則を常に守り、友達
といつでも仲よくゲームをしよ
うとしている。 

・友達と協力してゲームの準備や
片付けを率先してしたり、声を
掛け合って用具を運んだりしよ
うとしている。 

・ゲームの勝敗を受け入れ、負け
た際も結果を素直に認めるとと
もに、同じチームの友達を励ま
そうとしている。 

・ゲームや練習で攻め方や守り方
について意見を出し合う際に、
友達の考えを認め、取り入れよ
うとしている。 

・ゲームや練習で使用する用具な
どを片付けて場の危険物を取り
除くなど、自他の安全を確かめ
ている。 

 
※太字達成で A 

Ｂ 

・天大中小の行い方の特徴を言っ
たり書いたりしている。 

・色々な高さのボールを手で、は
じくことができる。 

・相手コートから飛んできたボー
ルを手で相手コートに返球する
ことができる。 

・ボールの方向に体を向けたり、
ボールを操作しやすい位置に移
動したりすることができる。 

・自分とチームの友達との連携を
踏まえた作戦やペアを選んでい
る。 

・天大中小のゲームで、攻めや守
りの際の工夫を、動作や言葉、
絵図などを使って、友達に伝え
ている。 

Ｃ 

・天大中小の行い方の特徴につい
て言ったり書いたりしていな
い。 

・ボールをはじいたり、返球した
りすることができない。 

・ボールの方向に体を向けたり、
ボールを操作しやすい位置に移
動したりすることができない。 

・作戦やペアなどを選んでいな
い。 

・天大中小のゲームで、攻めや守
りの際の工夫を、動作や言葉、
絵図などを使って、友達に伝え
ていない。 

○ルール・教具など（ここを話したいです！） 

【人数】 

・４人１チーム。 ８チーム作ります。 

 

【時間】 

・１ゲーム３分で行う。 

 

【つなげる天大中小（名前変更予定）のルール】 

① 天大中小と書かれた四角（全体５ｍ×５ｍ四方。一つのコートは、2.5ｍ×2.5ｍ四方）に入る。 

② ボールが飛んできた人は、ワンバウンドしたボールを、好きなところへ打ち返す。 

③ 以下の時にアウトになる 

 ・打ったボールが他の三つの四角のどこにもワンバウンドせずに外に出た時。 

 ・打ったボールが自分の四角の中でワンバウンドした時。 

 ・打ったボールがゴム紐に触れた時。 

 ・空振りしてしまった時。 

④ 連続で最高何回つなぐことができたかを記録し、チームの伸びを実感できるようにする。 

⑤ つなげる中で、チーム全員がボールを触ることができたら、ボーナス１０点。←検討 

➅（つなげる天大中小の結果を基に、断ち切る天大中小の際に最初に入る場所を決められるよう

にする←検討） 

 

【断ち切る天大中小のルール】 

① 指定されたコートに移動する。 

② （つなぐゲームで勝ったチームが四角を選ぶことができる。） 

③ 小にいる人から好きな四角の中に打ってスタート。 

④ ボールが飛んできた人は、ワンバウンドしたボールを、好きなところへ打ち返す。 

⑤ 以下の時にアウトになる 

 ・打ったボールが他の三つの四角のどこにもワンバウンドせずに外に出た時。 

 ・打ったボールが自分の四角の中でワンバウンドした時。 

 ・打ったボールがゴム紐に触れた時。 

 ・空振りしてしまった時。 

⑥ ミスした人が一つ下の四角の人と場所を交換する（ミスをしたら、小に移動する←検討）。３分

終わった時点で、どこの四角にいるかでポイントが決まる。 

 天：４点  大：３点  中：２点  小：１点 

⑦ はしごドッチボールの要素も加え、コートを入れ替えていく。 

 

※子どもの技能に応じて、キャッチ有り、ツーバンありなどの手だても。 

 

 



【コート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【試合】 

➀ペアで１回目に試合をする人と２回目に試合をする人を決める。（初回のみ） 

➁勝つ（天）と第１コートに近付いていくはしごドッジボール方式。 

➂負けた場合（小）は、第４コートに近付いていく。 

➃大と中は、そのまま同じコートでゲームをする。 

➄２回試合が終わったら、作戦タイムを取り、ゲームを観ていて感じたことを伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

【教具】 

・ゴム紐をはるためのもの 

・ボール←どれも直径２０㎝前後の同じ大きさです。 

 前回の話し合いで 100均の物がいいかなと感じました。 

 プレルボール① プレルボール② 多目的ボール キャンディ 100均 キャンディ ホームセンター 

     

 

 

固さ 柔らかい 柔らかい 固め 柔らかい 固め 

操作性 ぶよぶよしていて、安定

しない 

プレルボール①よりは

安定する 

狙った所に行きやすい 

ミスショットしたとき

に、あらぬ方向へ 

プレルボールよりは軌

道が安定している 

狙った所に行きやすい 

ミスショットしたとき

に、あらぬ方向へ 

バウンド よくはねる よくはねる あまりはねない よくはねる よくはねる 

その他   操作はしやすいが、固く

て子どもが嫌がるかも。 

100均なので、大きさ不

揃い。ただ一番操作しや

すく子ども向けな気が

する。 

大きさ一定 

○本日検討したいこと 

 ・ルールについて 

・本時での課題を見付ける活動 

つなげる天大中小のコートサイズ 断ち切る天大中小のコートサイズ 

大きな四角：１辺５ｍ 

小さな□：１辺 2.5ｍ 

８コート作り全チーム一斉に行う 

大きな四角：１辺 6.5ｍ 

天：4ｍ×3.5ｍ  大：3.5ｍ×4ｍ 

中：3.5ｍ×2.5ｍ 小：2.5ｍ×３ｍ 

４コート作り、半分はゲーム、半分は見

てアドバイスする。計４回試合をする。 

第１コート 

第２コート 

第３コート 

第４コート 


